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本論文は、東アジアの金融メカニズムの 3 つの側面、すなわち、金融自由化の貯蓄率への影響(第 2 章)、東アジ







で開催された East Asian Economic Association 大会で報告され、注目を集めた。また、現在、 Asian Economic 
Journal に投稿、改訂の上、掲載の予定である。分析の枠組みとして目新しいものはないが、利用可能な年次データ
の制約の中で頑健な結果を得た点が評価できょう。















章では、 GDP の需要項目からなる VAR モデルと、金融変数を加えた拡張モデルを用いて、両モデルにおける(累
積)ショックの差を金融政策の効果と同定する。そこでの発見は、韓国・タイの民間消費および民間資本形成が危機
後の金融引き締めによって(為替安定化に成功していたとしても)全体として大きな負のショックを受けていたこと
である。
分析の方法とその解釈に議論の余地はあるとしても、一定の先行研究を踏まえたものであり、また、ひとつの一貫
した実証分析の結果として、やや形而上学的に議論されがちな点に実証結果を示したものとして有意義なものを得た
と言えよう。
論文審査の結果の要旨
本論文の各章は先行研究を超える、 L、くつかの興味ある知見を提示しており、各章が、独立した学術論文たり得る
内容・水準を達成しており、実際、その一部は、学術専門雑誌に掲載予定となっている。以上のことから、本論文は
博士(経済学)の学位に十分値するものと判断される。
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